
2026年度開始の中学校全員給食にかかる物資調達における 入札ブロック・契約期間・入札区分 素案 

  

 ※現段階での素案であり、確定事項ではありません。 

皆様に意見を伺うための素案であり、今後変更になる可能性があります。 

 

１．入札ブロック 

●考え方 

・１つの調理工場（納入口）に届く物資は 1 品目につき１納入事業者様とすることで、有事の対応（物資の交

換対応等）を明確に迅速に行えるようにします。 

 

現在の案：調理工場納入口ごとの９ブロック割 

（ハーベストネクスト金沢工場については納入口が２つあります） 

 

【基本物資】                               【1 日あたりの食数】 

① ハーベストネクスト 金沢工場 納入口１  約 14,000 食 

② ハーベストネクスト 金沢工場 納入口２  約 14,000 食 

③ 山路フードシステム 相模原工場      約  6,700 食 

④ 安田物産 都筑工場            約 14,700 食 

⑤ 美幸軒 川崎工場             約  9,400 食 

⑥ 東華軒 小田原工場            約  7,800 食 

⑦ ハーベストネクスト 綾瀬工場       約 13,200 食 

 

【アレルギー代替食専用物資】 

⑧ ハーベストネクスト 金沢工場 アレルギー代替食 約 560 食（①②28,000 食の 2％を想定） 

⑨ 安田物産 都筑工場 アレルギー代替食            約 1,040 食(③～⑦51,800 食の 2％を想定) 

 

２．契約期間 

●考え方 

・学期契約を原則としますが、原材料の調達や納入形態・納入方法の関係上、年間で納入事業者様が決定して 

いた方が安定的に調達できると考えられる物資については、1 年間契約とします。 

 

現在の案：原則、学期ごとの入札。一部例外的に年契約・2 期契約物資の設定。 

 

【学期契約物資】 

・食肉類 

・食鳥類 

・カット野菜類 

・冷凍食品類 

・一般食品類 

 

 

  

 



 

【年契約物資】 

・揚げ油類 

・はっこう乳類 

・牛乳類 

・パン類 

 

【２期契約物資】 

・米類（４～11 月、12～3 月） 

 

３．入札区分 

●考え方： 

・基本的には調理工場の受け入れ可能時間や受け入れ態勢の関係上、1 日あたりの調理工場に納品される納入 

 事業者様の数を抑える工夫が必要となりました。 

・そのため、ヒアリング結果や小学校給食物資の入札参加状況を参考とし、類似の品目を部門としてまとめさ 

 せていただき、原則、総合価格入札を行うことで、上記の工夫を行いたいと考えています。 

・一方でヒアリングの結果、冷凍食品（魚介類・藻類）・（水産加工品類）・（調理加工品類） 

については、学期中に使う物資や品目が多岐にわたり、総合価格入札を行った場合には 1 者様ではその全種 

類を揃えることが難しい状況や、または非常に高価格での応札となる可能性が高いことがわかりました。 

・つきましては上記 3 区分（冷凍食品（魚介類・藻類） ・ （水産加工品類）・（調理加工品類））については、例外

的に単価入札形式とすることで、食材の品質を保ちながら安価で安定的な調達を行いたいと考えています。 

 

現在の案：原則、総合価格入札。一部例外的に単価入札を行う物資の設定。 

 

【総合価格入札物資】  

・食肉類 

・食鳥類 

・カット野菜類 

・冷凍食品１部門（野菜・きのこ類） 

・冷凍食品２部門（豆腐・食肉加工品・魚肉ねり製品類・穀類・デザート類） 

・一般食品 1 部門（調味料・油脂類）※揚げ油を除く 

・一般食品２部門（缶詰レトルト・デザート類） 

・一般食品３部門（魚介藻類・穀類・豆類・いも類） 

・一般食品４部門（乳製品類） 

 

【単価入札物資】 

・冷凍食品（魚介類・藻類） 

・冷凍食品（水産加工品類） 

・冷凍食品（調理加工品類） 

 

 


